
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数の使用実績のある、｢Wave Researcher｣® Windows 対応版をベースとして改造した事例です。 

当事例では、複数のＤＡＲＷＩＮをイーサネット経由で１台の計測サーバＰＣに接続して集中管理します。

データの収集やレンジの設定は各ＤＡＲＷＩＮ単位に行なうことができるのは勿論、スタンダードモデルを

使用すれば、３台のレコーダを束ねて最大９００点として測定することもできます。 

この事例では、３０点程度のＤＡＲＷＩＮを最大１０台接続してのマルチタスクを実現しており、半導体製

造工場での装置監視のような大規模なシステムのベースとして使用できます。 

 

(1)機器概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＡＲＷＩＮシリーズと接続し、時系列データ収集分析を容易に実現する、 

｢Wave Researcher｣® for Windows 対応版   
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(1)機器構成例： 

  ①ＤＡＲＷＩＮの接続環境：ＤＡ、ＤＣ、ＤＲスタンドアローンモデル、拡張モデルを混在して接続可能 

    計測サーバ上に動作させる「Wave researcher」はエントリーモデルの場合、レコーダ１台単位に計測 

  し、スタンダードモデルは、最大レコーダ３台を１単位として計測可能。 

    通信モジュールはすべてイーサネットを使用する。 

②計測サーバＰＣの環境：Ｗｉｎｄｏｗｓ－２０００の環境が必要。ＰｅｎｔｉｕｍⅢ程度のＣＰＵ 

 でメモリーは５１２ＭＢ程度のものを用意する。 

 将来、クライアントＰＣを設置する場合には、ＤＡＲＷＩＮからの計測生データをクライアントＰＣ側 

 に流さないようにする為、計測サーバにＬＡＮボードを２枚使用する。 

  尚、基幹ＬＡＮに接続する場合には、ローカルブリッジを使用し、計測データが基幹ＬＡＮ側に流出し 

  ないようにする工夫が大切である。 

 

①エントリーモデル機器構成       ②スタンダードモデル機器構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)メインメモリーと同時動作可能なタスク本数との関係について（参考データ） 

①Ｗｉｎｄｏｗｓ－２０００の場合にＯＳの必要メモリーは８０ＭＢ程度である。 

②「Wave researcher」が動作するに必要なメモリーは計測するチャネル数とサンプリングレートにより 

異なる。 

ＤＡＲＷＩＮで３００点、１秒サンプルの場合には「Wave researcher」の実行プログラム部分＋デー 

タエリアを含めて約６０ＭＢ程度のメモリーが必要となる。 

⇒５１２ＭＢのメインメモリーでは理論上、７本のタスクが動作可能である。 

 

・ＤＡＲＷＩＮ ３０点、１秒サンプルでの１本当たりの必要メモリーは。。。。。。約１６ＭＢ 

 ⇒５１２ＭＢのメインメモリーでは２８本（理論値）だが、実際にはＣＰＵを含めたＰＣの総合性能 

  の左右されるので、１０本程度が現実的と思われる。 

ＤＡＲＷＩＮを最大３台接続可能で９００点 

ＤＡＲＷＩＮを１台接続で最大３００点 


